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第 1章 総則 

１－１ 適用～１－２ 作業実施［略］ 

１－３ 用語の定義 

 共通仕様書に使用する用語の定義は、次の各項に定めるところによる。 

（１）～（25）［略］ 

（26）「書面」とは、手書き、印刷等の伝達物をいい、発行年月日を記録し、
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署名又は捺印したものを有効とする。緊急を要する場合はファクシミリ

または電子メールにより伝達きるものとするが、後日有効な書面と差し

換えるものとする。 

  

（27）～（37）［略］ 

１－４ 業務の着手～１－17 成果品の点検［略］ 

１－18 成果品の提出 

１．～２．［略］ 

３．［削る。］ 

 

１－ 19 関係法令及び条例の遵守［略］ 

１－ 20 検査 

１．～２．［略］ 

３．検査職員は、調査職員及び管理技術者の立会の上、次の各号に掲げる検

査を行うものとする。 

（１）探査業務成果物の検査 

（２）探査業務管理状況の検査 

  測量業務の状況について、書類、記録及び写真等により検査を行う。 

   

 

１－21 修補～１－28 部分使用［略］ 

１－ 29 再委託 

１．［略］ 

２．受注者は、コピー、ワープロ、印刷、製本、計算処理（単純な電算処理

に限る）、データ入力、トレース、資料整理、模型製作、速記録の作成、

署名又は捺印したものを有効とする。緊急を要する場合はファクシミリ

または電子メールにより伝達きるものとするが、後日有効な書面と差し

換えるものとする。 

 なお、電子納品を行う場合は、別途調査職員と協議するものとする。 

（27）～（37）［略］ 

１－４ 業務の着手～１－17 成果品の点検［略］ 

１－18 成果品の提出 

１．～２．［略］ 

３．受注者は、電子納品に対応するための措置については「電子納品運用ガ

イドライン（案）【業務編】」を参考にするものとする。 

１－ 19 関係法令及び条例の遵守［略］ 

１－ 20 検査 

１．～２．［略］ 

３．検査職員は、調査職員及び管理技術者の立会の上、次の各号に掲げる検

査を行うものとする。 

（１）探査業務成果物の検査 

（２）探査業務管理状況の検査 

  測量業務の状況について、書類、記録及び写真等により検査を行う。 

  なお、電子納品の検査時の対応については「電子納品運用ガイドライ

ン（案）【業務編】」を参考にするものとする。 

１－21 修補～１－28 部分使用［略］ 

１－ 29 再委託 

１．［略］ 

２．受注者は、コピー、ワープロ、印刷、製本、計算処理（単純な電算処理

に限る）、データ入力、トレース、資料整理、模型製作、速記録の作成、
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アンケート票の配布などの簡易な業務、その他特記仕様書に定める事項の

再委託にあたっては発注者の承諾を必要としない。 
３．～４．［略］ 

１－38 保険加入の義務［略］ 

１－39 調査・試験に対する協力 

 受注者は、発注者が自ら又は発注者が指定する第三者が行う調査及び

試験に対して、調査職員の指示によりこれに協力しなければならない。 

第２章 磁気探査業務 

第１節 概 要 

２－１ 目 的 

本要領（案）は、不発弾等探査において、不発弾等の有無、埋没位置の

把握を適切に行う目的で定めるものであり、探査計画、探査方法、解析等

の必要事項について取りまとめたものである。 

２－２ 適用範囲 

本要領（案）は、沖縄県土木建築部が発注する業務（工事と合わせて発

注した場合も含む）で実施する磁気探査に適用する。 

なお、本要領（案）の第３章以降は、沖縄県内において最も多く使用さ

れている両コイル型磁気傾度計を対象に取りまとめたものである。 

２－３ 用語の定義 

本要領（案）で定める用語の定義は、以下のとおりとする。 

（１） 磁気探査 

磁気探査とは、不発弾等の有無、埋没位置の把握を目的として、不発

弾等の危険物が主に鉄類で出来ていることを利用して、磁気変化を探査

計で測定する不発弾等探査をいう。 

アンケート票の配布、電子納品の作成作業などの簡易な業務、その他特記

仕様書に定める事項の再委託にあたっては発注者の承諾を必要としない。 
３．～４．［略］ 

１－38 保険加入の義務［略］ 

［新設］ 

 

第２章磁気探査業務 

第１節 概要 

第２節 水平（陸上磁気）探査 

第３節 鉛直探査 

第４節 経層探査 

第５節 確認（陸所確認）探査 

 

 

 

 

 

土木建築部制定の 

「磁気探査実施要 

領（案）」を準用する。 
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磁気探査において、具体的な各種探査方法は次のとおり。 

①陸上水平探査 

平坦地などにおいて平面的に探査を実施した後、解析を行い不発弾

等の有無、埋没位置の把握を行う方法。 

②鉛直探査 

ボーリング孔を用いて鉛直方向に探査を実施した後、解析を行い不

発弾等の有無、埋没位置の把握を行う方法。 

③経層探査 

陸上水平探査後に地表面を掘削し、掘削海面に水平探査を行うかた

ちで、必要な探査深度まで層毎の掘削と水平探査を繰り返し行う方

法。 

④確認探査 

陸上水平探査等より明らかとなった磁気異常点が不発弾か他の鉄

類かを判断するため、磁気異常点まで掘削しその物を確認する発掘

確認作業、撤去・回収作業(磁気異常物が不発弾等でなかった場合)、

および磁気異常物が撤去・回収された後に磁気反応の有無を確認す

る一連の方法。 

（２） 不発弾、不発弾等 

不発弾とは、火砲から発射された砲弾や航空機から投下された爆弾等

で、地上等に落下したが発火せず“不発"となったもの、あるいはその

疑いのあるものをいう。 

不発弾等とは、不発弾と爆弾、砲弾（艦砲弾、各種火砲弾及び迫撃砲

弾をいう｡）ロケット弾、地雷、機雷、手榴弾等の未使用の爆発物をい

う。 

（３） 不発弾貫入深度 

不発弾貫入深度とは、投下された爆弾や砲撃された砲弾等が爆発せず

に地中をつらぬいて到達した深度をいう。 

（４） 磁気量 

磁気量とは、探査で得られた磁気異常波形の解析から算出した磁極の

強さをいう。磁気量の単位は Wb（ウェーバー：国際単位系）とする。

従来用いていた単位：gauss(ガウス)･c ㎡からは次式を用い換算する。
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0.7μＷｂ＝1gauss･c ㎡ 

第２節 探 査 計 画 

２－４ 事前調査 

磁気探査の実施については、「埋没不発弾等の磁気探査実施要領」等に

基づき次の調査を行い、その結果、不発弾等が埋没している可能性を否定

できない地域（箇所）においては、磁気探査を行うものとする。 

調査は、沖縄不発弾等事前調査データベースシステム（管理者：沖縄総

合事務局開発建設部建設行政課）を利用し、下記項目について確認作業を

行うものとする。システムで確認できない情報については、地域住民や関

係市町村等への聞き取り調査等を実施し、補足するものとする。 

（ア）不発弾等の発見状況、磁気探査の実施状況、及び不発弾等の投棄の有

無状況 

（イ）戦時中の交戦状況 

（ウ）戦後の地形変化及び改変状況 

（エ）既存資料に基づく地形、地質状況 

（不発弾等の埋没状況または貫入深度を土質学的に検討する） 

２－５ 探査計画全般 

事前調査の結果に基づき、不発弾等が埋没している可能性を否定できな

い地域（箇所）においては、磁気探査を実施する。 

探査計画では、本工事の施工範囲における探査範囲、探査方法、作業工

程、および探査の円滑な実施に必要な項目を検討する。探査の目的は工事

の安全を確保する目的で実施することが多く、工事の施工計画と探査計画

が合致しないとこの目的を達することができないことや、不要な費用がか

かること等があるので合理的な計画を立案することが重要である。 

（１）基本的な考え 

① 探査区域が戦後の埋立地や盛土箇所や、以前磁気探査を実施した箇

所においても、土中から不発弾等などが発見された事例があるので、

埋没している可能性を否定できない地域においては、必ず磁気探査
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を実施する。 

② 探査範囲が面的に広く浅い深度までの探査の場合(例えば、道路改良

工事)は、水平探査を採用し、探査範囲が面的に狭く深い深度までの

探査の場合(例えば、杭打設等の工事)は、鉛直探査を採用する。探

査方法の選定の際には、安価な方法を採用する。また、鉛直探査に

おいては、土質を考慮して掘進方法を検討し、ジェットボーリング

またはロータリーボーリングを採用する。 

③ 不発弾の貫入深度計算結果に合わせて必要探査深度を決める。不発

弾を探知できる距離は不発弾の大きさに概ね比例する。想定した不

発弾の種類が複数の場合は最も小さい不発弾の探知距離より測線間

隔等を決定する。なお、鉛直探査の必要探査深度は、50kg 爆弾より

250kg 爆弾の貫入深度計算結果が深くなることを考慮して計画する。 

④ 隣接区域に構造物が近いと磁気探査を実施しても構造物の磁気影響

により目的の不発弾等を探査出来ない場合があるので、隣接構造物

の有無について留意した探査計画を作成する。 

⑤ 矢板や鋼管杭の磁気量は不発弾等に比べ著しく大きく、その影響範

囲内では不発弾等の異常が検出出来ず解析できない。よって予め矢

板等の打設前にその影響範囲を探査しておく。 

⑥ 確認探査は、不発弾等の可能性があるもの全てについて実施する。 

補足：不発弾等の可能性がないものとしては､「着手前に把握した

埋設物と長さが同等の連続した磁気異常点」(例えば、延長の

長い埋設管)が考えられる。 

（２）探査範囲の検討 

① 将来計画を踏まえた範囲 

探査範囲は施工区域を十分網羅して計画するが、将来、周辺での工

事を行う場合も考慮して、構造物により探査不能区域が生じないよ

う探査区域を広げることも検討する。 

② 探査孔配置 

想定した不発弾の大きさにより探査可能範囲や貫入深度が異なる。

想定した不発弾に対する探査有効範囲を考慮し、探査区域を隙間な

く、無駄なく探査できるよう探査孔の配置を行う。 
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（３）探査深度の検討 

① 想定される不発弾 

探査深度を決めるには、先ず、事前調査等（近隣での探査実績を含

む）を参考に想定される不発弾を決める。 

② 想定した不発弾の貫入深度 

想定した不発弾の種類は複数の場合もあるが、想定した全ての不発

弾の貫入深度計算を行う。 

探査区域が戦後の埋立地や盛土の場合は、戦時中の地盤高を調べ、

その高さから貫入深度の計算を行う。 

③ 探査深度 

探査深度は不発弾の貫入深度とするが本工事の施工深度がこれよ

り浅い場合には、施工深度を探査深度とする。 

小さい不発弾が貫入しない深度に達した場合には大型の不発弾を

対象にして探査深度を検討する。 

なお、想定した不発弾における探査の最大深度は次のとおりとす

る。 

・ 5 インチ砲弾仕様：最大深度 3.5ｍ 

・ 50ｋｇ爆弾仕様：最大深度 5.5ｍ 

・ 250ｋｇ爆弾仕様：最大深度 10.0ｍ 

（※上記の最大深度は参考値であり、実際のＮ値による貫入深度

計算結果を考慮すること。ただし、５インチ砲弾の貫入深度計

算については、知見等の蓄積が必要であるため、当面は、最大

深度を参考に探査深度を設定するものとする。） 

２－６ 土木工事の工法等による探査方法の違い 

土木工事の工法等を考慮し、必要な磁気探査の方法（水平探査、鉛直探

査等）を選択する。 

代表的な例を次に示すが、個々の工事では探査方法が異なる場合がある

ので留意されたい。 

① ベタ基礎 ： 工事による掘削作業を伴うことから段階的に施工深度

まで探査を行う経層探査を採用することが多い。ただし
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面積が小さい場合には鉛直探査の方が工事の待ち時間が

なく効率的な場合がある。また土留めに鋼矢板を使用す

る場合には打設前に矢板打設箇所及び、矢板の磁気影響

範囲について鉛直探査を行う必要がある。矢板の磁気影

響範囲は通常 5～6ｍある。 

② 杭 基 礎 ： 杭基礎の施工では杭打設の安全確認が目的となるが、

杭打設後に独立基礎を構築するための掘削が伴うので基

礎工事部分の探査を先行させる必要がある。 

③ 管  路 ： 管路については施工深度が浅いものは水平探査、深い

ものは土留め矢板の打設法線に探査孔を配置する。この

時掘削幅が探査有効範囲内の場合は、両側の矢板打設法

線の中心に探査孔を設置する。矢板の形状による中心線

からの出幅を考慮して探査孔配置を行う。 

④ 地質調査 ： 地質調査の試錐作業では、貫入深度までの下方安全確

認（探査）が必要である。 

(※下方安全確認（探査）とは、掘進時における安全確保

のため、所定深度毎にセンサーにより孔底下方の磁気

反応を確認する安全確認作業をいう)。 

第３節 探 査 方 法 

２－７ 陸上水平探査 

（１）計画準備 

１）業務計画書を作成する。作成にあたっては、次の点を考慮する。 

① 探査測線は原則として南北方向かつ直線となるよう計画し、測線間

隔は次のとおりとする。 

・ 5 インチ砲弾仕様 ：0.5ｍ間隔 

・ 50ｋｇ爆弾仕様 : 1.0ｍ間隔 

・ 250ｋｇ爆弾仕様 : 2.0ｍ間隔 

② 探査深度が次の条件より深い場合は、経層探査を計画する。 

・ 5 インチ砲弾仕様 ：0.5ｍ 
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・ 50ｋｇ爆弾仕様 : 1.0ｍ 

・ 250ｋｇ爆弾仕様 : 2.0ｍ 

③ 業務計画書には、探査概要、探査方法、解析方法、工程表、業務組

織計画、成果品の内容・部数、連絡体制（緊急時含む）、使用機器

の種類・名称・性能、現場での感度較正方法等を記載する。 

④ 探査区域内に構造物があると、その周辺では探査不能になるので、

事前に探査区域から除去するか近接構造物を考慮した探査計画を作

成する。 

⑤ 探査区域が広い場合には探査区域を 50ｍ×50ｍ程度のブロックに分

割する。探査測線の方向はブロックが変わっても同じ方向に設定す

る。 

⑥ 確認探査の内容についても記載する。 

２） 業務計画書を基に、探査方法、作業に支障のある現場状況とその対

策等について調査(監督)職員と打合せを行う。また、使用する探査機

器の検定書類を提出する。 

３） 探査機器を整備し調整等を行う。 

４） 着手前に探査区域における地下埋設物（ガス、水道等）の有無を調

査する。 

５） 必要に応じて、関係機関へ作業許可の申請等を行う。 

（２）磁気探査 

１）センサーの移動がスムーズに行えるよう探査区域内の草木伐採や異

物の撤去を行う。 

２）工事との位置を関連付けるため、工事と同一基準点を用いて探査区

域の測量を行う。 

また、探査区域の外周や各ブロックの四隅に木杭を設け、探査記録

と測線図を関連づける。木杭には座標を与える。 

３）探査測線は原則として南北方向かつ直線となるように設定し、測線

間隔は所定の間隔とする。 

４）測線上を探査員２人で１組のセンサーを地面と平行に吊り下げ、測

線の始点から終点間を歩行して測定する。測定中の歩行速度は 1ｍ／

秒程度とし、一定速度でスムーズにセンサーを移動させる。地面の不
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陸を出来るだけなくし、地面からセンサー中心までの高さは原則 10cm

以内とし、センサーは地面から磁気ノイズを受けない範囲で地面に出

来るだけ近づけて探査する。 

５）探査員は 10ｍ毎に合図をし、記録員は記録紙にマークを入れ、記録

紙と現地を対比できるようにする。 

６）センサーの移動速度や方向が大きく変化した時や、記録計の停止、

ゼロ点の移動、または記録にノイズが発生した場合、記録は不採用と

し再探査を行う。 

７）探査記録は、測定レンジを２種類以上設定し波形を記録する。 

８）記録紙には、現場で日時、ブロック名、測線番号、測線の中間マー

ク（始点からの距離）、感度などを記入する。また地表に露出してい

る異常物について、その品名・形状を記入する。磁気探査の記録紙は、

磁気異常波形の振幅を記録出来るものを使用する（一般的に多く使用

されているのは、記録紙有効幅 250mm）。 

（３）解 析 

磁気記録の解析により、異常点の磁気量と埋没深度を計算し、測線配置図に

異常点を記入して異常点分布図を作成する。これらを集約し、異常点位置

図及び磁気測定値一覧表を作成する。 
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（４）陸上水平探査手順フロー 

陸上水平探査の手順フローは、次のとおりとする。 

計画準備

業務計画書作成（計画測線図作成）

打合せ，探査機器整備，埋設物調査，関係機関手続き

水平探査

確認探査

磁気異常あり

区域測量，伐採，測線設定

磁気測定

異常点記入，異常点分布図作成

異 常 点 集 約

異　常　点　位　置　出　 し 

異常点有り

異常点位置図作成，磁気異常測定値一覧表作成

磁気記録読み取り，解析，測線配置図作成

報告書作成

報　　　告

全ての磁気異常なし

掘削，確認，撤去

磁気測定（異常の有無）

異常点なし
打合せ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 14 - 
 

２－８ 鉛直探査 

（１）計画準備 

１）業務計画書を作成する。作成にあたっては、次の点を考慮する。 

① 想定した不発弾の大きさにより探査可能範囲や貫入深度が異なる。

想定した不発弾に対する探査有効範囲を考慮し、探査区域を隙間な

く、無駄なく探査できるよう探査孔の配置を行う。想定した不発弾

に対する探査有効範囲は次のとおりとする。 

・ 5 インチ砲弾仕様：探査有効範囲 半径 0.5ｍ 

・ 50ｋｇ爆弾仕様 ：探査有効範囲 半径 1.0ｍ 

・ 250ｋｇ爆弾仕様：探査有効範囲 半径 2.0ｍ 

（※探査有効範囲とは、想定した不発弾に対し、センサーに対して垂

直方向にセンサーから探査の有効性が及ぶ範囲をいい、センサーを

中心に筒状の範囲となる）。また、探査孔を千鳥状に配置し正三角

形状にする場合、次の探査孔間隔を参考とするものとする。 

・ 5 インチ砲弾仕様：探査孔間隔 0.866ｍ 

・ 50ｋｇ爆弾仕様 ：探査孔間隔 1.732ｍ 

・ 250ｋｇ爆弾仕様：探査孔間隔 3.464ｍ 

② 探査区域内に構造物があると、その周辺で探査不能になるので、事

前に探査区域から除去するか近接構造物を考慮した探査計画を作成

する。 

③ 業務計画書には、探査概要、探査方法、解析方法、工程表、業務組

織計画、成果品の内容・部数、連絡体制（緊急時含む）、使用機器

の種類・名称・性能、現場での感度較正方法等を記載する。 

④ 確認探査の内容についても記載する。 

２）業務計画書を基に、探査方法、作業に支障のある現場状況とその対

策等について調査(監督)職員と打合せを行う。また、使用する探査機

器の検定書類を提出する。 

３）探査機器を整備し調整等を行う。 

４）着手前に探査区域における地下埋設物（ガス、水道等）の有無を調

査する。 
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５）必要に応じて、関係機関への作業許可の申請等を行う。 

（２）ボーリング 

１）ボーリング機械の設置の前に、機械設置の安全確認および掘進当初

の安全確認のため、水平探査等を行う。 

２）探査孔は基準点測量を基に正確に設置する。また、孔口標高も測量

する。 

３）工事との位置を関連付けるため、工事と同一基準点を用いて探査区

域の測量を行う。 

４）探査孔の掘進は、軟弱地盤（Ｎ値が 4 以下程度）の場合、ジェット

ボーリングで掘進することを原則とし、これにより難い時はロータリ

ーボーリングで掘進する。 

５）掘進に伴い発生する泥水の処理は確実に行う。 

６）ロータリーボーリングで掘進を行う場合は、一定深度毎に下方安全

確認（探査）を行う。下方安全確認（探査）はセンサーを孔底で 30cm

程度上下させて、探査孔下方の磁気反応を確認することによって行う。

その時、一定振幅以上感知される磁気異常がある場合は掘進を直ちに

中止する。 

・ 5 インチ砲弾仕様：下方安全確認（探査）時の有効距離 0.3ｍ 

・ 50ｋｇ爆弾仕様 ：下方安全確認（探査）時の有効距離 0.5ｍ 

・ 250ｋｇ爆弾仕様：下方安全確認（探査）時の有効距離 1.0ｍ 

（※下方安全確認（探査）時の有効距離とは、下方安全確認（探査）時

において、想定した不発弾に対し、センサーの軸方向にセンサーの

先端から探査の有効性が及ぶ距離をいう）。 

７）下方安全確認を行い現場で磁気異常の位置などについて判定する。

安全を確保して掘進する判定が出来ない場合には、掘進を中止し、近

傍の探査孔に移動して探査孔の掘進・探査を行い異常点位置の確定作

業を行う。必要な場合は、追加探査孔を設置する。 

（３）磁気探査 

１）規定深度までの掘進終了後、探査孔の孔口から孔底まで２回以上往

復測定する。センサーの移動速度は 1m／秒程度とし、一定速度でスム

ーズにセンサーを移動させる。 
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この時、記録紙上に磁気記録と対応した深度マークを１m 毎につけ

る。 

２）センサーの移動がスムーズに行えるよう探査孔には非磁性のケーシ

ング（ステンレス、真鍮、アルミ、塩化ビニール管等）を用いて孔壁

を保持する。 

３）センサーの移動速度が大きく変化した時や、記録計の停止、ゼロ点

の移動、または記録にノイズが発生した場合、記録は不採用とし再探

査を行う。 

４）探査記録は、測定レンジを２種類以上設定し波形を記録する。 

５）記録紙には、日時、探査孔番号、深度、感度などを現場で記入する。

また地表に露出している異常物について、その品名・形状を記入する。

磁気探査の記録紙は、磁気異常波形の振幅を記録出来るものを使用す

る（一般的に多く使用されているのは、記録紙有効幅 250mm)。 

６）探査終了後、探査孔の埋め戻しを行う。ただし、磁気異常点の検出

された探査孔は磁気異常点の精査が終了するまで探査孔の埋め戻しは

行わない。 

（４）解 析 

磁気記録の解析により、異常点の磁気量と埋没深度を計算し、探査孔

配置図に異常点を記入して異常点分布図を作成する。これらを集約し、

異常点位置図（平面図、断面図）及び磁気測定値一覧表を作成する。 
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（５）鉛直探査手順フロー 

鉛直探査の手順フローは、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務計画書作成（探査孔配置図作成，貫入深度計算の精査）

打合せ，探査機器整備，埋設物調査，関係機関手続き

異常点有り

確認探査

磁気異常あり

全ての磁気異常なし

磁気測定（異常の有無）

報告書作成

報　　　告

異常点記入，異常点分布図作成

異 常 点 集 約

異常点位置作成，磁気異常測定値一覧表作成

異　常　点　位　置　出　 し 

　計画準備

探査孔全長の磁気探査

ロ－タリ－ボ－リング ジェットボ－リング

磁気異常あり

　磁気異常なし

水平探査，足場仮設

探査孔等位量測量

　下方安全確認のため、所定の
　深度毎に磁気探査

異常点付近に追加探査計画
（探査孔の追加）

掘削，確認，撤去

異常点なし打合せ

磁気記録読み取り，解析
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２－９ 経層探査 

（１）計画準備 

１）掘削工事との工程の調整を十分行い、業務計画書を作成する。作成

にあたっては、次の点を考慮する。 

① 探査測線は原則として南北方向かつ直線となるよう計画し、測線間

隔は次のとおりとする。 

・ 5 インチ砲弾仕様：0.5ｍ間隔 

・ 50ｋｇ爆弾仕様：1.0ｍ間隔 

・ 250ｋｇ爆弾仕様：2.0ｍ間隔 

また、１回の掘り下げ厚は、次のとおりとする。 

・ 5 インチ砲弾仕様：0.5ｍ 

・ 50ｋｇ爆弾仕様：1.0ｍ 

・ 250ｋｇ爆弾仕様：2.0ｍ 

② 業務計画書には、探査概要、探査方法、解析方法、工程表、業務組

織計画、成果品の内容・部数、連絡体制（緊急時含む）、使用機器

の種類・名称・性能、現場での感度較正方法等を記載する。 

③ 周囲に土留めとして矢板を使用する場合には、その周辺が矢板の磁

気影響（5～6m 以内）を受けて探査が不可能となるので、予め矢板打

設前に鉛直探査等で影響範囲を探査しておく。 

④ 探査区域内に構造物があると、その周辺で探査不能になるので、事

前に探査区域から除去するか近接構造物を考慮した探査計画を作成

する。 

⑤ 探査区域が広い場合には、探査区域を幾つかのブロックに分割し、

掘削工事と探査を並行に行う方法等について検討する。 

⑥ 確認探査の内容についても記載する。 

２）業務計画書を基に、探査方法、作業に支障のある現場状況とその対

策等について調査(監督)職員と打合せを行う。また、使用する探査機

器の検定書類を提出する。 

３）探査機器を整備し調整等を行う。 

４）着手前に探査区域における地下埋設物（ガス、水道等）の有無を調
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査する。 

５）必要に応じて、関係機関への作業許可の申請等を行う。 

（２）磁気探査 

１）探査測線は原則として南北方向かつ直線となるように設定し、測線

間隔は所定の間隔とする。 

２）測線上を探査員２人で１組の探査計を地面と平行に吊り下げ、測線

の始点から終点間を歩行して測定する。測定中の歩行速度は 1ｍ／秒

程度とし、一定速度でスムーズにセンサーを移動させる。地面の不陸

を出来るだけなくし、地面からセンサー中心までの高さは原則 10cm

以内とし、センサーは地面から磁気ノイズを受けない範囲で地面に出

来るだけ近づけて探査する。 

３）探査員は 10ｍ毎に合図をし、記録員は記録紙にマークを入れ、記録

紙と現地を対比できるようにする。 

４）センサーの移動速度や方向が大きく変化した時や、記録計の停止、

ゼロ点の移動、または記録にノイズが発生した場合、記録は不採用と

し再探査を行う。 

５）探査記録は、測定レンジを２種類以上設定し波形を記録する。 

６）記録紙には、現場で日時、ブロック名、測線番号、測線の中間マー

ク（始点からの距離）、感度などを記入する。磁気探査の記録紙は、

磁気異常波形の振幅を記録出来るものを使用する（一般的に多く使用

されているのは、記録紙有効幅 250mm)。 

（３）解 析 

磁気記録の解析により、異常点の磁気量と埋没深度を計算し、測線配

置図に異常点を記入して異常点分布図を作成する。これらを集約し、異

常点位置図及び磁気測定値一覧表を作成する。 
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（４）経層探査手順フロー 

経層探査の手順フローは、次のとおりとする。 

水平探査、経層探査

異常点なし

異常点有り

磁気異常あり

報　　　告

　　全ての磁気異常なし

掘削工事

報告書作成

打合せ

異 常 点 集 約

施
工
深
度
に
達
す
る
ま
で
繰
り
返
し

磁気測定

磁気記録読み取り，解析，測線配置図作成

異常点位置図作成，磁気異常測定値一覧表作成

異常点記入，異常点分布図作成

異　常　点　位　置　出　 し 

打合せ

 計画準備

業務計画書作成（計画測線図作成）

打合せ，探査機器整備，埋設物調査，関係機関手続き

磁気測定（異常の有無）

確認探査

区域測量，伐採，測線設定

掘削，確認，撤去
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２－10 確認探査 

（１）計画準備 

１） 当初提出の陸上水平探査等の業務計画書に確認探査の内容を記載し

ておくものとする。作成にあたっては、次の点を考慮する。 

① 磁気異常点の深度が深い場合は、土留めの矢板設置が必要になる。 

② 矢板の磁気影響を受けて、矢板の近傍は探査が不可能となるため、

矢板の打設箇所からは 5～6m 以上の離隔が必要となる。 

２） 探査機器を整備し調整等を行う。 

（２）探査 

１） 磁気異常点の位置出しを行い、その付近を探査し異常点の位置を確

認する。 

２） 磁気異常点の周囲を人力や機械で少量ずつ掘削する。機械掘削の場

合は、磁気反応のあった真上を掘削することなく、周辺から掘削して、

磁気異常物に接触することがないよう十分注意を払う。異常点の深度

が浅い場合には、金属探知機等の簡易探知機を用い磁気異常物を確認

し、危険物以外の異常物を撒去する。 

３） 不発弾等の危険物が確認された場合には、危険物は移動しないよう

にし、周囲に立ち入り禁止の柵等を設け直ちに発注者及び警察等関係

機関に連絡する。 

４） 異常物を除去した後に、基本的に水平探査と同一の探査機器および

方法で磁気反応の消滅の記録を取得する。このとき磁気反応がある場

合には、再度確認探査を続行して撤去後に消滅を確認する。 

（３）取りまとめ 

磁気異常物の写真と磁気異常物の形状等について整理した磁気異常

物一覧表を作成するとともに、磁気異常の原因を整理する。 
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（４）確認探査手順フロー 

確認探査の手順フローは、次のとおりとする。 

 

２－11 その他の探査方法 

通常の磁気探査では、有効な探査の実施が困難な場合（例えば、構造物

の近傍、対象不発弾等が小さい、磁性岩や砂鉄がある等）においては、以

下の機材・方法等を参考に現地の状況を踏まえて検討し、調査(監督)職員

と協議の上、探査等を実施する。 

① 簡易探査 

突き棒または簡易探知機（記録を取得しない）により土中の磁気異

常点を探査し、磁気異常物を確認する方法。 

② 金属探知機による調査 

金属探知機（全ての金属を感知する特徴がある）を用いて土中の金

属物を探査し、金属反応があった異常物を確認する方法。様々な機

種があるが、市販されているものは探査可能な深度が 40cm 以内であ

ることが多い。記録を取得することが可能な機種もあるが、磁気量

の算出や埋没深度の計算はできない。 
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③ 電磁探査 

電気探査と同様に地下の比抵抗を測定する手法で、探査効率がよ

い、探査深度が深いなどの特徴があり、土木関連調査の概査に用い

られている。不発弾等探査で利用する場合は磁化率や導電率のマッ

ピングを行い、金属物の種別（磁性物、非磁性物）を判断すること

も可能である。 

④ 地中レーダ 

地表より電磁波を発振・受振するアンテナを移動させながら地層境

界面等で電磁波が反射する伝搬時間を計測して地質構造や埋設管等

を探査する手法。国内では路面下の空洞調査に利用されている。金

属物があると強い反射データが得られる特徴がある。 

⑤ ボアホールレーダ 

ボーリング孔内でレーダ探査を実施する手法。 

⑥ ３次元磁気測定（３軸磁気センサー） 

地磁気の３成分（水平成分、偏角、鉛直）の連続測定が可能な３軸

フラックスゲートを利用し、構造物近傍で探査が可能であることや、

異常点埋没方向を確定することができる手法と言われている。 

⑦ ３次元電気探査 

電気探査とは地表に設置した直線状、等間隔の電極で土中の比抵抗

を計測して１次元・２次元比抵抗断面を作成し、岩石や地層の分布、

断層や地質構造を調査する手法である。調査測線を格子状など平面

的に配置して比抵抗を３次元でデータ取得・解析することにより金

属製の不発弾を発見した事例がある。 

第４節 解析及び成果等の整理 

２－12 陸上水平探査 

（１） 解析及び成果等の整理 

1 調査(監督)職員と調整し、見やすい適度な縮尺の測線配置図を作成す

る。 

2 磁気記録を整理して測線配置図と照合する。 
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3 磁気記録を確認して磁気異常を抽出する。このときに各異常波形につ

いてノイズか 

異常かの判別を行う（センサーの動揺の影響等を考慮する）。磁気異常

の判別後、各磁気異常に異常点番号をつける。 

4 磁気記録の周期、振幅を読み取り、読み取り点を記録紙上に書き込む。 

5 解析簿等に異常点番号、移動速度、測線上の位置、周期、振幅を記入

し、磁気量と埋没深度を計算して記入する。 

6 測線配置図に異常点番号と異常点を記入する。このとき異常点は磁気

量の区分に応じて記号で表示する。 

7 測線配置図上で磁気異常点の集約を行う。異常点の解析データについ

て確認を行い、集約した異常点の磁気量、埋没深度を決定する。 

8 磁気異常点に異常点番号をつけ、磁気量、埋没深度、位置を記入した

磁気異常測定値一覧表を作成する。 

9 異常点位置図は、測線配置図と同一の縮尺で作成し、異常点は磁気量

の区分に応じて記号で表示する。磁気異常が連続していたりして、個

々の異常の解析が困難な点は、異常密集区域とし斜線などの表現で他

の異常点と区別して表現する。なお、異常点位置図は本工事との位置

関係が分かるようにする。 

10 報告書では以下の項目について整理し、説明を行う。 

1） 探査の目的、数量、作業責任者氏名等 

2） 探査位置図、探査区域図 

3） 使用機器リスト 

4） 探査機器 

5） 測量方法 

6） 解析方法 

7） 探査結果 

8） 磁気異常測定値一覧表 

9） 測線配置図 

10） 異常点分布図 

11） 異常点位置図 

12） 現場写真 
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この他に測定記録、測量野帳等を提出する。 

（２） 陸上水平探査の解析作業フロー 

陸上水平探査の解析の作業フローは次のとおりとする。 

 

２－13 鉛直探査 

（１） 解析及び成果等の整理 

1 探査孔配置図は、調査(監督)職員と調整し、見やすい適度な縮尺とし、

施工平面図に探査孔と探査孔番号をつけ作成する。 

2 磁気記録を整理して探査孔配置図と照合する。 

3 磁気記録を整理して磁気異常を抽出する。このとき各異常波形につい

てノイズか、異常かの判別を行う（センサーの動揺の影響等を考慮す

る）。磁気異常の判別後、各磁気異常に異常点番号をつける。 

4 波形の読み取り点を記録紙上に書き込み、周期、振幅を読み取り数値

を書き込む。 

5 解析簿等に異常点番号、移動速度、孔口からの位置、周期、振幅を記
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入し、磁気量、埋没深度及び探査孔からの距離を計算して記入する。 

6 探査孔配置図、断面図に異常点番号と異常点を記入する。 

7 探査孔配置図・断面図上で磁気異常点の集約を行う。異常点の解析デ

ータについて確認を行い、集約した異常点の磁気量、埋没深度を決定

する。 

8 磁気異常点に異常点番号をつけ、磁気量、埋没深度、位置を記入した

磁気異常測定値一覧表を作成する。 

9 異常点位置図の作成においては、磁気異常が連続していたりして、個

々の異常の解析が困難な点は、異常密集区域とし斜線などの表現で他

の異常点と区別して表現する。なお、異常点位置図は本工事との位置

関係が分かるようにする。 

10 報告書では以下の項目について整理し、説明を行う。 

1） 探査の目的、数量、作業責任者氏名等 

2） 探査位置図、探査区域図 

3） 使用機器リスト 

4） 探査機器 

5） 測量方法 

6） 解折方法 

7） 探査結果 

8） 磁気異常測定値一覧表 

9） 探査孔配置図 

10） 異常点位置図（平面図、断面図） 

11） 現場写真 

この他に測定記録、測点計算簿等を提出する。 
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（２） 鉛直探査の解析作業フロー 

鉛直探査の解析の作業フローは、次のとおりとする。 

 

２－14 経層探査 

（１） 解析及び成果等の整理 

解析法は、陸上水平探査に準拠する。 

第５節 探査機器の精度管理 

２－15 探査機器の精度管理 

探査機器には、両コイル型磁気傾度計のほか、フラックスゲート型磁力

計等がある。これら各種探査機器の性能の確保に関し、機器の精度管理の

観点から、第三者機関等による年１回以上の検定または検定相当の較正を

受けた機器を用いるものとする。 

また、各現場における日々の高い測定精度の確保の観点から、各現場に

おいて使用前に感度較正を行うとともに、１回以上／週の頻度で感度較正
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を行うものとする。 

ただし、較正が行えない機器等、上記対応が難しい機器については、製

作したメーカーによる定期的な検定を受けるものとする。もしくは、性能

テストを実施するものとする。 

注) 較正：測定機器などが正しい結果を示すよう調整すること。 

第 6節 海上磁気探査 

２－16 探査方法 ［略］ 

２－17 探査基準 ［略］ 

２－18 解析資料まとめ ［略］ 

第７節 潜水（海上確認）探査 

２－19 探査方法 ［略］ 

２－20 探査基準 ［略］ 

２－21 解析資料まとめ ［略］ 

参考 磁気探査業務共通仕様書に基づく提出書類一覧表［略］ 

 

 

 

第 6節 海上磁気探査 

２－19 探査方法 ［略］ 

２－20 探査基準 ［略］ 

２－21 解析資料まとめ ［略］ 

第７節 潜水（海上確認）探査 

２－22 探査方法 ［略］ 

２－23 探査基準 ［略］ 

２－24 解析資料まとめ ［略］ 

参考 磁気探査業務共通仕様書に基づく提出書類一覧表［略］ 

 


